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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SYNOPSIS　　　　　　　　　　　・’－
　　The　amount　of　slip　of　friction　gearing，　especially　of　slip　which　is　Qbserved　in　frictional
t・a・・missi・n　b・tw・・n　tw・・yli・d・i・a1…f・ce・・w・s　ln』・su・ed・T・・implify・th・a・aly・i・th。
experiment　was　performed　without　Iubricant．　But　soon　later　it　is　confirmed　that　the　pure
m・t・1・urface　i・’?E dly・bt・i・・d・・t・nly　i・・t・i・t　m・ani・g・f　phy・i・・b・t　p・a・ti・al　m・ani。g
of　mechamics，　and　the　above　choice　is　not　the　way　of　simplification，
　　The　latter　half　of　the　experiment　was　performed　in　using　the　lubricated　surfaces．　One　of
the　results　is　shown　in　fig・　4as　Force－Slip　curve・　Concerning　the　reproducibility　of　the
results　量t　is　not　advantageous　to　use　cylindrical　surfaces．　Because　the　idea工　contact　of
cylinders　is　hardly　to　be　expeqted，　and　the　e臼「ective　cQntact　area　varies　as　Qften　as　the　test
cylinder　is　detached．
　　　　　　　　　　　　　1實瞼の巨的
　摩擦力によつて運動を伝達する機構は任意の速比を
選び得ること，純機械的なものとして唯一の無段階変
速機構としうること，運転が円滑であるなどの特長を
持つているにもかXわらずその能力，特性等が未だ明
かにされていない。この特性を求め，能力の限界を定
めると共に，この機構を用いて最もよい伝動を行わせ
るための諸条件を定めて新しい設計資料をうるのが本
研究の目的である。
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　　　　　　　皿　實瞼装置
　実験装置は第1圖に示すものを用いた。図に於て1
は駆動板で基板上に固定された軸受に支えられ，同軸
4
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第　1図
上に付けられている溝車に掛けられたV一ベルトで駆
動される。従動板2は水平面内を軸直角方向に軽く移
動出来るように数個の鋼球で支えられた浮動軸受に支
えられ，錘によつて1に押付けられている。2と同軸
上には直径200皿m厚ざ約2．5mmのアルミニユウ
ム円板3が取付けられてあり，電磁石4による磁場内
を回転し鍾によつて調定されたトルクを受ける。5は
回転計で夫々両軸の回転数を示す。叉摩擦板にはその
一方の端面に全周を100等分する目盛が刻んであり，
これによつて目分量を入れて1／1000回転までを読み
取ることが出来る。摩擦板自体には球軸受用クロム鋼
を用い，旋盤仕上後別に軟鋼で作つたブツシユを嵌め
て，ねじで締付けその後はこれを取外さないよ弓にし
だ。焼入後ブッシユの孔を基準にして円周を研削し，
更に超仕上を施した（第2圖）
　装置に摩擦板を取付け（偏心1／1000・mm以下）5，
10，15kgの力で互に押付けて伝動を行わせ，駆動板
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■????
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第　2　図
100回転に対する従動板の回転数を読取つた。
今，
　　瑠，為：駆動板，従動板の半径
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　fll，〃2：　”　　　　ク
　S：滑りの長さ
　s；滑り率
　L：転り長
とすれば
の角速度
の円周速度
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である。こSで
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　　　sニ＝－＝　　　　　L　　　　　云11　fl1
であらわされる割合Sを考え，これを滑り率とする。
　円板を互に押付ける力をP，摩擦係数をμ，円周方
向の摩擦抵抗をTとすれば
　　　T＝　Pt　P
であり，接触点における接線方向の力がこの値に達す
ると空回りが起つて一様な伝動が出来なくなる。従来
はこの値以下では両板の円周速度は等しいものとされ
ていたが，実験の結果によれば滑りは伝動力の増加と
共に次第にその量を増し，ある点を越えると増加の割
合が署しく急になり，かつこの範囲になると従動板の
回転数も一定せず，不規則な空回りが起つているもの
と考えられる。
　この傾向は各種の試料について同様であるがその絶
対値は試料の取付を変える度に著しい差違を示し，決
定的な数値は未だ得られていない。これは実験装置，
試料の精度不足による摩擦面の接触状態の差に由来す
るものと考えられるので装置の精度を上げると共に，
取付によつて接触状態に変化の少いような試料の形を
選ぶ必要があると考えられる。
　　　　　　　皿　實験経過
　A・潤滑剤を與えない牽擦僖動
　条件を簡単にする目的から先ず特別には潤滑剤を与
えることなく運転を行つた。ガーゼに清浄剤を含まぜ
て拭いたのでは厳密な意味での純粋な金属面が決して
得られるものでないことはよく知られている通りであ
るが，こうい弓接触面を用いて運転をしてみると滑り
率が運転毎に次第に変つて行くので，上の条件は決し
て条件を簡単にする前以でないことがわかつた。
　清浄後運転をはじめるに最初は滑り率が著しく大き
く，駆動板の一定回転に対して従動板の回転数は比較
的少いが運転を繰返すにつれて従動板の回転数ははじ
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めは急激に増加するが次第に緩くなつてある一定回転
数に漸近する。
　始動直後のこの滑りの程度は清浄剤の種類によつて
甚だしく異り，エーテル，アルコPル，ベソジンの順
序に少くなる。ベソジンよりもエーテルの方が潤滑作
用が大きいとは考えらfれないのでこれは清浄剤の気化
黙によつて試料が冷却され，空気中の水分が摩擦面に
凝着するために滑りが起ると考えれば上記の順序に対
して一応の説明が出来るよ5に思われるがこの点に就
　　　　　　　　　　　’ては立入つて調べてない。本実験ではこの影響の最も
少いベンジン（日石リグロイン）を用いることにし
た。
　第3圖は押付力10kg，接触点に於て従動板に伝え
られる接線方向の．駆動力1．30kgで運転したときの従動
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　　　　　　　　　第　3　図
板の回転数の変化を示したもので，接触面を拭いてか
ら駆動輪の最初のlOO回転に対して従動輪は165，525
回転，次の100回転に対しては165，655，第3のIOO回
転に対してex　165，7301と増加し，第80番目の100回転
に対して即ち始動後7900回転をした後には同じ甚00回
転に対して166，125回転している。これを滑り率であ
らわせば最初は0．514％であつたものが0．157％に減
つた事になる。（但しre1＝　49．890，＆富29，988）
　このよ5にして従動板の回転数がほ蛭一定になつて
から伝動力を変えるとそれに伴つて滑りも変化する。
　第3図に細線で示したのは同じ条件で接線力を0．87
ドgとして運転したときの経過で10，000回転でほk・・一一定
の値となり，しかもこの値は先に1，30kgの接線力で
運転しrc－一定値になつてから接線力を0．87　kgに変え
た時の値にほk“agしい。更にごXで接線力を1．30　kg
に変えるとこの値もはじめから1・30kgで運転したと
きの値に等しい。従つて都合のよい接線力である一定
値に達するまで運転してから接線力を変えて得られた
回転数或は滑り率をその接線力に対する滑り率と考え
ることが出来る。従つてこれらの値をまとめればある
押付力の下における接線力ζ滑り率との関係が求めら
れる。
　併し始動してからこの一定値に達するまで長い時間
（10，000回転，約2時間半）を要すること，しかもこ
の値が得られるのは実験が都合よく行つた時だけで多
くは途中で読取の度に回転数が増減して，曲線は鋸歯
状になり，この状態をしばらく続けると特有の酸化音
を発し，更に運転を続けると酸化面がはつきり見える
よ5になる。この傾向は伝動力が大きい程はげしく，
従つて大きな力の伝動は不可能であるので潤滑剤なし
の伝動は荷重の軽い計測器等の外には実用し得ないと
考へられる。
　なお上の例でも見られる通り一定値に達するまでの
時聞は接線力が大きい程早く，これからこの定常状態
は摩擦仕事によつて金属面上の油脂類が取去られて金
属と金属との直接接触が起つたことによるものと考え
られる。
　B・潤滑剤を與えた傳動
　潤滑剤を与えると滑り率は前の場合に較べて桁違い
に大きい。
　　1）＝15kg，ク、＝0．5kg，　S＝＝4．8％，0．36％
　併し前者は後者に較べて運転状態ははるかに安全
で，叉刷子によつて摩擦面が常にほ野一定状態に保た
れるようにしてあるので滑り率も先に行はれた運転の
影響を受けるようなこともない。従つて潤滑状態での
運転では直接に接線力と滑りとの関係を求めて行くこ
とが出来る。
　第4圖に示すのはこの結果の一つであつて実線であ
らわした3本の曲線は左から夫々5，10，15kgの押
付力を用いたときの結果である。図から明かな通り滑
り率は伝動力の増加に伴つてはじめは緩かに増して行
くが滑り率0．2～0．3％附近から急にその上昇率を増
し，且つそれ以上の範囲では得られる値も甚だしく散
ばつている。この附近に臨界点のあることは半対数方
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映写器用スプロケットの研究
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眼紙に点記した第4図（下）からも明かである。この点
についての物理的な意味は未だ明かでないがこの点が
Oi　S“T／ID＝　O．1附近にあるので摩擦の限界を超える
ものと考えられる。
　　　　　　　IV　結　　　　論
先にも記したよ5に装置及試料の精度不足により同
一試料についても取付を変える匿に得られる数値が著
しく異り，実験結果は定性的な意昧しか持つていな
い。これは取付を変えることによつて円柱面の当りが
著しく変り，従つて押付力の強さが変つ七潤滑状態が
変るためと考えられる。
　接触面の当りの影響が大き’いとすれば円柱同志の接
触を用いることは不利であつて，一方を球面又は円環
にするか，強いて円柱同志を用いるとすれば喰違軸に
するかがよいと考えられる。
　本研究は文部省科学研究費によるものである。
第　4　図
（24）
